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ABSTRACT
　学習者の動機づけは，学習の成果に大きく影響する重要な要素である。本研究では，対面学習と
e-learningに関する動機づけの類似点と相違点を，先行研究のレビューにより考察し，ブレンド型学習の
動機づけについて検討した。また，Moodleシステムを用いたブレンド型学習のプラットフォームを事例
とし，ARCSモデルを用いて適切に動機づけがなされているかを調査した。対面学習とe-learningでの動
機づけに関する先行研究のレビューにより，類似点は内発的動機づけが好成績につながっていること，
受講者同士の相互交流がモチベーションの維持に影響を及ぼしていたことであった。また，Moodleシス
テムを用いたブレンド型学習のプラットフォームを事例とし，ARCSモデルを用いて動機づけがなされ
ているかを調査した結果，学習者の経験に関連する教材を使うなどの工夫が必要であり，また文献レ
ビューでも主張されていた活動の可視化について，学習者が達成目的や達成度を確認する仕組みが必要
であることが示唆された。
 To identify motivational factors in blended learning and examine how to integrate those factors in 
practice, a literature review was conducted using CiNii. Selected papers were investigated to establish the 
motivational factors in blended learning in the field of medical interpreter training. As a case examination, 
one selected training system was investigated using the ARCS model to determine whether the system was 
appropriately designed to motivate learners. Multiple papers selected through the literature review suggested 
the motivational factors in blended learning to be an interaction among learners and intrinsic motivation. 
The motivational factors in blended learning identified from the literature review were consistent with the 
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研究ノート　RESEARCH NOTE
1．緒言
1.1　はじめに
　学習者の動機づけは，学習の成果に大きく影響
する重要な要素である。動機づけが強いほど，学
習目標の達成に対する意欲が高まり継続的学習が
可能になる。学習の動機づけに関しては，主に教
育心理学の分野で以前から研究されてきた。
　学習の動機づけに関する先行研究のうち，
Rotter（1966）の提唱するローカス・オブ・コン
トロールは，行動および評価の拠点がある場所に
関する概念である。自分の行動や特徴に原因があ
ると考える内的ローカス・オブ・コントロール
と，自分ではコントロールできない運や他者に原
因があると考える外的コントロールの 2つに分け
られる。行動および評価の拠点が自分にあるとと
らえた方が，自己の行動をコントロールすること
で結果を変えられるという考えになるため，動機
づけがしやすいと考えられている。学習において
は，自分で学習の到達目標を立て，学習計画を立
て，評価することにより成果が得られると考えら
れる。
　自己効力感という概念を提唱したBandura（1997）
は，自己効力感を，個人の行動を実行する能力に
対する確信と定義した。Bandura（1997）によれば，
自己効力感が高いほど，不安や恐れを感じること
なく物事を実行でき，自己効力感が低いほど不安
や恐れが強くなり，その結果行動をすることに対
して消極的になる。自己効力感の高低に影響を及
ぼす要素として，Bandura（1997）は，自分の行動
をコントロールすることでその行動が達成できる
という「制御体験」，自分以外の者の体験を見本
とした「代理体験」，成功可能だと納得できる外
からの「言語的説得」，行動に伴う身体的刺激や
感情などの「生理的情動的状態」を挙げている。
そして，課題が与えられた際に，その課題に対す
る自己効力感が高ければ高いほど，課題を達成す
る確率が高くなることを報告している（Bandura 
& Schunk, 1981）。学習では見本となる他者の存在
（ロールモデル），外からの励ましの言葉，心地よ
い状態で学習できる環境などが自己効力感，ひい
ては課題の達成に影響を与えると考えられる。
　内発的動機づけの先行研究で，Ryanら（2000）
は，自分自身の選択で行動していると感じられる
かどうかが，人が自律的に生きているかの鍵とな
ると述べている。20世紀前半は，報酬をもらう
ことでモチベーションを上げるというSkinner
（1953）らの提唱する行動主義が主流であったが，
現在は，学習において外発的動機づけが意欲を増
すことはあるが，外発的な目標を達成後も意欲を
継続するためには，自分自身がその学習そのもの
に価値を感じる内発的動機づけが重要であるとさ
れている。学習を始めるきっかけや目標が，個人
の体験や内的感情に基づいていたり，学習そのも
のに面白さを感じる場合に成果につながると考え
られる。
　Severino（2011）は，医療従事者115名を対象に，
オンラインの質問紙調査を用いて訓練目的の達成
と自己効力感，ローカス・オブ・コントロールと
の関係を調査した。その結果，学習目標の達成と
内的ローカス・オブ・コントロールに有意な相関
が見られた。このため，自分で目標設定し，計画
を立て実行，評価することは目標達成に重要な要
素であることが示唆された。
　学習に関する動機づけには，学習そのものに価
値を感じるといった内発的動機づけと，テストや
報酬など外部からの刺激により学習する外発的動
機づけがある。鈴木ら（2011）も，研究により内
発的信念が学習動機づけにより重要であることを
主張している。鈴木ら（2011）は，現在の学習が
将来のために役立つと位置づける利用価値を，将
来の自己成長や社会貢献といった「内発的利用価
値」と金銭的成功や名声の獲得といった「外発的
利用価値」に 2分し，高校生を対象とした調査に
results of previous research; the results from the case examination were at variance with those obtained with 
other training programs. This literature review and case discussion could make a contribution to the design 
of training programs and may be integrated into practical settings.
Educational Studies 61
International Christian University
58
より学習動機づけへの影響を検討した。その結果，
内発的利用価値は適応的な学習動機づけを促進す
るのに対して，外発的利用価値は，勉強不安など
不適応的な学習動機づけに影響を及ぼす可能性の
あることが分かった。
　しかし，日本の学習環境においては，小学校か
ら大学に至るまで，テストや受験，就職のためと
いう外発的動機づけや利用価値に迫られて学習す
るということが多い。成績や給料等に関係ない学
習が出来る人は，限られている。内発的動機づけ
を高め学習意欲を増すためには，学習者個人の資
質や個人的な意欲に頼るのではなく，学習内容自
体にも工夫が必要であると考えられる。
　Keller（1983, 1987）やKellerら（1988）は，学
習者の動機づけを高める方法をモデル化した。
ARCSモデルでは，学習意欲に関わる因子は，好
奇心と注意を引きつけ持続させる「注意」
（attention：A），授業と個人的な関心や要求の「関
連性」（relevance：R），実行可能であるという肯
定的期待感である「自信」（confidence：C），評価
や成果への「満足」（satisfaction：S）であると主
張している。それぞれのサブカテゴリーを表に示
す。
　これらのサブカテゴリーを用いて学習プログラ
ムを検証し，足りない部分を強化して，学習者の
内発的動機づけを高め学習意欲を増すプログラム
へと改善することができると考えられる。
　内発的動機づけ以外にも，時代の変化に伴う教育
方法の変化により，多様な動機づけの方法が必要と
なっている。これまで教室内で実施されてきた従来
型の講義に加えて，技術の革新により様々な方法で
学習を行うことが出来るようになった。そのなかで
の多様な教育方法のひとつが，対面式授業ではな
い，遠隔地においても授業を実施できるe-learning
で あ る。e-learning等 を 含 むICT（Information and 
Communication Technologies）（1）教育は，我が国に
おいて徐々に普及している。e-learningでは，い
つでも資料を参照することが出来，時間や場所の
制約なく授業を受けることが出来る。その反面，
定期的にアクセスする必要もなく，管理する教員
のような存在もないことから，モチベーション低
下にも陥りやすく，学習目標を達成するまで学習
を継続することが困難になることもある。ICT教
育に対面授業による説明を加えることによりこれ
らの欠点を埋めるものとして，近年e-learningと
対面型授業を組み合わせたブレンド型学習が注目
を集めてきている。
1.2　ブレンド型学習
　Singhs（2003）は，ブレンド型学習を「次元の
異なるメディアや複数の学習を組み合わせる学習
形態」であると述べている。Miller（2004）は，
中でも，e-learningと対面授業を組み合わせたも
のをブレンド型学習と呼ぶと主張している。また
授業で得た一般的知識を，e-learningにより自分
のペースで反復学習して定着させたり，追加資料
を読むことでさらに知識を深めることも可能にな
る。岩田ら（2013）は，対面型授業とe-learning
の利点を挙げ，その双方の利点を兼ね備えるもの
がブレンド型学習であるとした。
　岩田ら（2013）によれば，対面学習の利点は，
講義，演習，実験，討論などを講師が一度に大勢
の受講生に実施できること，対面によるコミュニ
ケーションが可能であること，1つの場所に同じ
表　ARCSモデルのサブカテゴリー
主要カテゴリー サブカテゴリー
A：注意
A-1：知覚的喚起  
A-2：探究心の喚起  
A-3：変化性
R：関連性
R-1：親しみ易さ  
R-2：目的指向性  
R-3：動機との一致
C：自信
C-1：学習要求  
C-2：成功の機会  
C-3：コントロールの個人化
S：満足
S-1：自然の結果  
S-2：肯定的な結果  
S-3：公平さ
Keller & Suzuki（1988）を参照
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時間に集合することから生まれる連帯感とラポー
ル構築である。一方e-learningでは，時間にほぼ
無関係に迅速なフィードバックが行えること，受
講生の都合に合わせて個々のペースで学習を進め
られること，またインターネット等を使用するこ
とで，教室外の学習機会が拡充されることなどが
ある。またインターネット上にある国内外の各種
リソースを活用できる。ブレンド型学習のプラッ
トフォームとしては，現在LMS（学習管理シス
テム：Learning Management System）や，Moodle
（オープンソースのe-learningプラットフォーム）
等が使用されている。LMSやMoodleでは，オン
ライン上のアクセスを制限されたスペースにおい
て，授業資料の掲載・閲覧，テストの作成や採点，
成績管理，利用状況の確認が可能である。また，
掲示板やチャット等の双方向コミュニケーション
も可能である。上記のプラットフォームに載せる
メディアとしては，パワーポイントを使用したス
ライド（音声有 /無），Wordやpdfで作成した文書
や，ビデオクリップ等がある。またオープンなプ
ラットフォームで，受講者同士，または受講者と
講師が双方にコミュニケーションできるものとし
ては，オンライン上の掲示板，チャット，Pukiwiki
などが挙げられる。
　対面型学習の動機づけとe-learningに関する動
機づけに関する研究は数多いが，ブレンド型学習
についての動機づけの研究はほとんどなく，これ
まであまりなされてこなかった。
　本研究の第 1の目的は，文献レビューを通じて
ブレンド型学習の動機づけについて検討すること
である。そして，第 2の目的は，既にあるMoodle
システムを事例として，ARCSモデルを用いて適
切に動機づけがなされているかを調査すること
で，動機づけの概念が実際の学習に統合されてい
るかを検証することである。
2．方法
　（方法 1）対面学習とe-learningに関する動機づ
けの類似点と相違点を，先行研究のレビューによ
り考察し，ブレンド型学習の動機づけについて検
討する。2008年 1 月 1 日から2018年12月31日ま
でに出版された論文について，CiNiiでキーワー
ドを「動機づけ　学習」「動機づけ　e-learning」
として検索し，結果より対面型学習，e-learning
学習の動機づけについての先行研究を抽出する。
　（方法 2）大野ら（2016）の開発したMoodleシ
ステムを用いたブレンド型学習のプラットフォー
ムを事例とし，ARCSモデルを用いて適切に動機
づけがなされているかを調査する。
3．結果
　2018年 8 月18日にCiNiiでキーワード検索をし
た結果，「動機づけ　学習」「動機づけ　e-learning」
でそれぞれ1123件，1件の検索結果を得た。1123
件の中にもe-learningの動機づけに関する論文が
あった。計1124件の論文の中には，小中高校生
を対象にしているものも多かったが，今回は18
歳以上の成人の受講生の動機づけに焦点を当てる
ためにこれらを除外した。また，教員の動機づけ
に関する研究も同じ理由で除外した。対面型学習
の動機づけについて言及している論文，e-learning
の動機づけについて言及している論文について，
下記に概要を述べる。
3.1　結果1-1：対面型学習の動機づけ
　対面型学習の動機づけに関しては，英語学習に
関する動機づけの先行研究が多く見られた。他に
は，看護学習，PCや数学などの教科学習も含ま
れた。
　冷水ら（2015）は大学生39名を対象に，運動
学習において金銭報酬と比較して他者との結果比
較がモチベーションを維持し，効果的な学習をも
たらすことが確認できた。学習プログラムの作成
にあたり，課題の明確な目標設定はもちろん，他
者との関わりを意識させることで効果的な学習効
果がある可能性が示唆された。
　また，冷水ら（2016）は大学生80名を対象に，
運動学習課題の楽しさ，欲求，積極性について
Visual Analogue Scaleを用いてアンケート調査し
た。その結果，女性において男性と比較して楽し
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さが有意に高かった。学習に際して女性は男性と
比較して楽しさを重視すること，楽しさが動機づ
けになりうることが示唆された。
　また，日高（2016）は看護学生を対象に，ほめ
られた経験が看護学生の学習動機づけに及ぼす影
響を質問紙を用いて評価した。その結果，行動に
対してほめられた経験が多い群は内発的動機づけ
が高まり，ほめられた経験は看護学生の学習動機
づけに有用であった。
　榎並ら（2017）の研究結果では，問題解決力が
高い生徒は，学ぶこと自体に目的を置く内発的動
機づけによって学習している傾向があることが明
らかになった。
3.2　結果1-2：e-learningの動機づけ
　菊池（2006）は，大学院のe-learningコースに
通う日本人学習者における動機づけを，学習者の
観察，インタビュー，アンケート調査より分析し
た。その結果，動機づけに必要なものは学習者同
士のやりとりであり，学習者の相互交流は自己効
力感を高めることが示唆された。
　澤山ら（2014）も同様に学習者の相互交流が動
機づけにつながるとの研究結果を得ている。相互
交流があるe-learningと，単独学習のe-learningを
比較したところ，相互交流のある群は，時間の経
過による学習量の減少が少なかった。
　また，山本ら（2014）は大学の演習型授業を対
象として，履修者にインタビューと質問紙調査を
実施しe-learningの利用が学生の研究活動の動機
づけにどのような効果をもたらしたかを分析し
た。その結果，「活動の可視化」が良好な効果に
つながることが確認された。
　北澤ら（2008）は，大学初年度学生を対象に，
ブレンド型学習環境におけるe-learningシステム
（自習コンテンツや小テストがあるLMS）の利用
が，学習者の動機づけと自己制御学習方略にどの
ような効果を与えるかを分析した。その結果，予
習または復習としてe-learningシステムを利用し
た学習者は，授業の内容が自分や他の授業に役立
つと考えていることや，課題に取り組む際に繰り
返し教材を確認するという自らの学習を積極的か
つ前向きにコントロールする自己制御能力が高い
ことが示唆された。
3.3　結果1-3：ブレンド型学習の動機づけ
　清水ら（2018）は，卒前医学教育におけるTeam-
Based Learning（TBL）の事前学習の手法として
至適なオンライン学習支援システムのブレンド方
法を検討するために，授業改善の結果をARCS動
機づけモデルに基づく質問紙調査で評価した結
果，学習者の学習意欲の改善を認めた。事前学習
の支援にクイズを用いることで，目標を明確化す
ることが出来て自信につながることが示唆され
た。また，LMS 上で解答提示や質疑応答する際
には掲示板の活用が一助となると考えられた。
　富永（2014）は，従来の教育とe-learningを活
用した教育の比較を通してe-learningの課題を挙
げた。そして，課題であるドロップアウトが多い
ことの解決策として，ドロップアウトしやすい時
期や学習者の特定，講師がいること，ブレンド型
授業の採用を提案した。
3.4　結果2-1：事例検討
　大野ら（2018）が開発した医療通訳ブレンド型
学習プログラムでは，医療通訳に必要なスキル（正
確な通訳力の向上，医療に関する専門知識，非言
語コミュニケーションスキル，異文化コミュニ
ケーションスキル，倫理に対する理解）を身に付
けるためにMoodleを用いたブレンド型学習を
行った。e-learning教材の概容は，以下の通りで
ある（大野，濱井，栗原，2016）。
　正確な通訳力の向上に関しては，病院での典型
的なやりとりをシナリオとして作成し，オンライ
ンでロールプレイ練習を行うこととした。
　医療に関する専門知識は，医学用語と解剖学の
基礎知識，各解剖に関連する代表的な疾患，医療
現場で使用されるわかりにくい専門用語の理解に
関して，資料の読解による知識の伝達と，オンラ
インでの確認テストを作成した。
　非言語コミュニケーションスキルに関しては，
非言語コミュニケーションに関する概要を
e-learningで学ぶこととした。
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　異文化コミュニケーションスキルに関しては，
諸外国の医療制度や，各地域の医療に対する考え
方や独特の慣習等の基本的な知識に関して
e-learningで学習することとした。
　倫理に対する理解については，米国の医療通訳
養成団体のCCHCPのe-learning講座にならい，ま
ず資料を読むことで倫理に関する一般的知識を理
解し，その後，患者から医療通訳者が物をもらっ
たらどうするか，など具体的な状況設定を提示し
自分の行動を記述，提出することとした。
3.5　結果2-2：ARCSモデル
　前述のスキル習得のための学習教材を，Keller
（1983, 1987）およびKellerら（1988）のARCSモ
デルのサブカテゴリーを用いて評価した。
　知覚的喚起（A-1）としては，学習システムの
呼びやすい愛称をつけて，色つきのロゴを表示す
ることで注意を喚起した。探究心の喚起（A-2）
としては，医療に関する専門知識習得のための教
材で資料を読んだ後の小テスト（選択式）を用意
したり，医療用語の学習サイトで未修得の単語を
指定して自分で小テストを作れるようにした。変
化性（A-3）について，授業の要素を変化させる
ことで生徒の興味を維持するために，各スキル習
得のタスクを細切れにして，それぞれ違う活動（資
料を読む，小テストをする，ロールプレイをする
など）を行える，変化に富んだ仕組みを作った。
　親しみ易さ（R-1）については，医療という特
性上専門的な知識に関しては親しみやすさを感じ
にくいが，ロールプレイのイラストを温かみのあ
るものにすることで，親しみやすさを感じるよう
な工夫をした。しかし，学習者の経験や価値観に
関連する例を使うなど，学習者が取り組みやすく
なるためのさらなる工夫が必要であると思われ
た。目的指向性（R-2）については，学習者が達
成目的や達成度を確認する仕組みが現在のところ
はなく，学習者自身が目的を決めるための工夫も
必要である。動機との一致（R-3）に関しては，
受講生の学習動機が異なるが，最大の学習者集団
は医療通訳者になることを志向していると想定し
て実践ロールプレイを中心にした教授方略として
いる。学習要求（C-1）は目的指向性（R-2）と
同様に，学習者が成功の確率を予想できるような
習得すべき項目や目標はCan Doリストとして作
成してはあるがMoodle内に明示されておらず，
自己評価の基準を明示する必要があると思われ
る。成功の機会（C-2）については，事前テスト
と事後テストが出来るようになっており，点数が
上がることにより，成功体験ができる機会が提供
されている。コントロールの個人化（C-3）につ
いては，学習が必要である項目を何度でも学習で
きる仕組みになっている。自然の結果（S-1）に
関しては，医療通訳の実際の場面を模した院内通
訳のロールプレイ教材により，現実に似た状況を
バーチャルに造りだし，医学用語等を使う機会を
与えている。肯定的な結果（S-2）は，提出課題
を採点し返却する仕組みはあるが，学習時に達成
した印を表示するなどの強化の仕組みはない。公
平さ（S-3）に関しては，文献検索により抽出し
た医療通訳の必要スキルを習得するための教材
で，事前・事後テストもそのスキルを確認する内
容になっているため，評価の公平さと一貫性は保
たれていると考えられる。
4．考察
4.1　動機づけに関する文献検索
　対面学習とe-learningでの動機づけに関する先
行研究のレビューにより，類似点は内発的動機づ
けが好成績につながっていること，受講者をほめ
ること，受講者同士の相互交流がモチベーション
の維持に影響を及ぼしていたことであった。
e-learningの課題としてドロップアウトが挙げら
れており，ドロップアウトしやすい時期や学習者
に応じた動機づけの工夫や，対面授業が必要であ
ることが示唆されていた。動機づけに必要なもの
は学習者同士のやりとりであるという結果は，
ソーシャルサポートがあると自己効力感が高めら
れ学習成果がよくなるというMajorら（1990）の
研究結果と一致している。また，先行研究より，
楽しいと感じること，ほめられること，活動の可
視化，明確な目標設定も，良好な結果につながる
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ことが示唆されていた。さらに，e-learningシス
テムを利用した学習者は，自らの学習を積極的か
つ前向きにコントロールする自己制御能力が高い
ことが示唆された。モチベーションにおける自分
自身の選択で行動していると感じられるかどうか
の重要性に関しては，Ryanら（2000）も主張し
ているが，対面授業では，特に講義型の場合は自
律的な学習は難しい。e-learningでは対面学習で
実現しづらい学習内容をコントロールするという
ことがしやすいと考えられる。
　今後は，動機づけに関する文献検索で得られた
上記のような学習者の動機づけに関わる要素を意
識しながら，教材を作成することが重要であると
考えられる。
4.2　ブレンド型学習の事例検討
　大野ら（2016）の開発したMoodleシステムを
用いたブレンド型学習のプラットフォームを事例
とし，ARCSモデルを用いて動機づけがなされて
いるかを調査した結果，学習者の経験や価値観に
関連する教材を使うなどの工夫が必要であり，ま
た文献レビューでも主張されていた活動の可視化
について，学習者が達成目的や達成度を確認する
仕組みが必要であることがわかった。さらに，
Can Doリストとして作成してはあるがMoodle内
に明示されておらず，学習目安のために明示する
必要があること，学習時に達成した印を表示する
などの強化の仕組みを作る必要があることが示唆
された。
　塚本ら（2013）は，ARCSに基づくアンケート
結果をもとに，下位カテゴリーであったA-1（知
覚的喚起）R-1（親しみ易さ）R-3（動機との一致）
S-2（肯定的な結果）に対してプログラミング教
育教材の改善方法を提案し，効果を検証した。
A-1に関する改善内容は，吹き出しを図中に入れ
て補足説明した。R-1に関しては，具体性のある
図形を用いて説明することで改善した。R-3に関
しては，学習者が理解度に合わせた難易度の問題
を選択できるようにした。S-2の改善方略として
は，正答への報酬として学習者をほめる補助教材
を作成した。改善後の教材で授業を実践し効果を
測定したところ，改善前授業と比較して一部の項
目で有意な効果が見られた。
　塚本ら（2013）の先行研究の結果を踏まえると，
本研究の今後の課題としては，教材を改善し，改
善した教材で授業を実践し効果を測定することが
考えられる。
5．結論
　対面型学習の動機づけとe-learningに関する動
機づけに関する研究は数多いが，ブレンド型学習
についての動機づけの研究はこれまであまりなさ
れてこなかった。対面型学習の動機づけと
e-learningに関する動機づけについて文献レ
ビューを通じてブレンド型学習の動機づけについ
て検討した結果，ブレンド学習に特化した動機づ
けは見られなかった。対面型学習の動機づけと
e-learningに関する動機づけの類似点は内発的動
機づけが好成績につながっていること，受講者同
士の相互交流がモチベーションの維持に影響を及
ぼしていたことであった。
　既存のプログラムをARCSモデルで検証した結
果，学習者の経験や価値観に関連する教材を使う
などの工夫が必要であり，また文献レビューでも
主張されていた活動の可視化について，学習者が
達成目的や達成度を確認する仕組みが必要である
ことがわかった。
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注
1） ICT: Information and Communication Technology
は，情報通信技術（ICT）の利用・活用方法を教
育の一環として取り入れた教育をいう。
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